	分野
	マネジメント分野（ビジネス・マネジメント）

	教材の
タイトル
	人口減少がもたらす影響と、地域ビジネスとの関わりを考えよう

	教材からの学び
	１　与えられた資料を基に、グループワークで、情報整理力を身に付ける。
２　特性要因図を用いて、論理的な思考力や、問題解決力を身に付ける。
３　ブレインライティングで、既存のアイデアをブラッシュアップし、発想力を身に付ける。
４　有用なアイデアかどうか、情報を取捨選択する力を養う。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　グループワーク＞
[bookmark: _Hlk177047753]１　ワークシートを配付し、与えられた資料を基に、グループワークで、情報を整理する。更に、特性要因図を用いて、解決策を考えさせる。（35分）
２　個人で、未来への街づくりへの提案として、考えられるアイデアを自由に洗い出させる。ブレーンストーミングを用いて、自由な意見、質より量を求めさせる。本時間では、通学する学校所在地の市町村に限定して考察させる。
　　（15分　または　次回の授業時間までの事前課題としてもよい）

＜２時間目　グループワーク＞
１　グループに分かれ、ブレーンストーミングで情報を共有する。その中で、特に有用なアイデアを選ぶ。（15分）
２　ブレインライティングをグループで実施する。限られた時間の中で、前の生徒のアイデアをヒントとしてブラッシュアップさせる。空白にすることはできないので、何かしら思いつくものを書かかせてから、次の生徒に回す。アイデアが出ない場合は、自ら考えたアイデアを書いてもよい。（15分）
３　ブレインライティング後、経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）あるいは科学的根拠の観点から見たときに、有用なアイデアかどうかをグループ内で精選させる。（５分）
４　グループごとに、有用なアイデアを発表する。（５分）
５　振り返りシートを活用して、振り返りをする。（５分）
６　クロージング（５分）


ティーチングノート




グループワーク「人口減少がもたらす影響と地域ビジネスとの関わりについて考えよう」授業計画

■本単元の位置付け
第１章　ビジネスとマネジメント
第４節　ビジネスにおける外部環境の影響

■本単元の目標
＜１時間目＞
・与えられた資料を基に、グループワークで、情報整理力を身に付ける。
・特性要因図を用いて、論理的な思考力や、問題解決力を身に付ける。

＜２時間目＞
・ブレインライティングで、既存のアイデアをブラッシュアップし、発想力を身に付ける。
・有用なアイデアかどうか、情報を取捨選択する力を養う。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
　・【基礎学習１】から、説明文やグラフを基に、②「大都市圏になると、合計特殊出生率が低くなる原因」について考えている。
　・【基礎学習２】から、②「観光名所」と③「働く人の数が減ること　で次の業種ではどのような影響が出るか」について考えている。

【Ｂ】思考・判断・表現
　・【フレームワーク活用１】の特性要因図の記入状況から、根拠に基づいて、自身の考えを表現している。
　・【フレームワーク活用１】の①未来の街づくりの記入状況から、根拠に基づいて、自身の考えを表現している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度 
　・「振り返り評価シート」の「シート１」または「シート２」から、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
グループワークが円滑に進むように、適宜教員から指導・助言を行う。


■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜基礎学習１と２、フレームワーク活用１＞
・ワークシートを配付し、与えられた資料を基に、グループワークで、情報を整理する。更に、特性要因図を用いて、解決策を考えさせる。（35分）
・個人で、未来への街づくりへの提案として、考えられるアイデアを自由に洗い出させる。ブレーン
ストーミングを用いて、自由な意見、質より量を求めさせる。本時間では、通学する学校所在地の
市町村に限定して考察させる。
　（15分　または　次回の授業時間までの事前課題としてもよい）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（３分）
　・みなさんは、少子高齢化と聞くと、どんなことをイメージしますか。発問してもよい。
　　今回の授業では、ますます深刻化する少子高齢化について理解を深め、地元の地域ビジネスをより活性化するための手段を考えていきましょう。

２　【基礎学習１】【基礎学習２】（12分）
　・ワークシートを配付する。
・【基礎学習１】の（説明文１）と（説明文２）を読み、①と②を考えてみましょう。
　　※出生率（しゅっしょうりつ）と読むのが正しい。①と②は発問して確認してもよい。
　・次に、【基礎学習２】の①について、今、みなさんが学校に通っているこの地域はどれだけの人口数か調べてみましょう。
※自治体のＨＰなどから人口数の増減を調べさせる。できれば10年前、５年前、現在のように過去と現在を比較できるとよい。
　・【基礎学習２】の②と③について考えてみましょう。②についても自治体のＨＰなどを参考にしてよい。【基礎学習２】の①と②は、【フレームワーク活用１】で、通学する学校所在地の市町村に限定していくので、その地域で調べた生徒に発問をし、全員で共有しておくとよい。

３　【フレームワーク活用１】（20分）
　・これまで、地域の人口数の状況と、地域産業について学習しました。人口減少はどの地域でも避けることができないテーマです。しかし、人口が減少して、地域産業も元気がなくなってしまえば、社会は衰退していくばかりです。これからは、このような現実と向き合いながらも、より地域の経済や活力を高める「地域活性化」のための政策が必要となります。
　　さて、【基礎学習２】①と②で調べたように、みなさんの通う地域ではさまざまな地域のビジネスや観光資源があるものの、そもそもその存在を知っている人が少なかったり、観光名所に人が集まらずに閑散としていたりする現状があります。それはなぜだと思いますか。
今回は、フレームワークの１つである特性要因図を活用して、解決策を考えてみましょう。特性要因図は、特性（一番右側に書くもの）に対し、要因と考えられるものをさまざまな観点から意見やアイデアを出し、因果関係を明らかにするためのツールです（別称として、完成の形が魚の骨に見えることから、フィッシュボーン図とも言われます）。
ワークシートの例で説明します。＜なぜ売上高は減少したのか＞というテーマについて、まず、特性を書いたら、一本太い骨（右向きの矢印・背骨）を書きます。次に、特性につながる要因について骨（背骨よりもやや細い骨（背骨に向かう矢印・大骨））を書きます。要因を深堀りして、更に骨を加えていきます。このような繰り返しで、因果関係を表していきます。
　・それでは実際に、やってみましょう。
　・１つの要因を書くことで、深堀りが可能になるので、まず１つの要因を引き出せるように支援する。

４　未来の街づくりの計画（15分）
　・特性要因図を活用することで、因果関係が明らかになりました。それではこれからが本題です。人口減少の現実を踏まえ、より地域のビジネスを活性化するためにはどうしたらよいでしょうか。フレームワーク活用Ⅰの３①の「未来の街づくりとしてどのようなことをしたらよいか、具体的に書いてみましょう。」の欄に自由な意見をたくさん書き出してください。通学する学校所在地の市町村に限定して、具体的に書いてみましょう。
　・ここではブレーンストーミングを用いますので、質より量、自由な意見をたくさん書き出してください。
・地域活性化のために、地域の人口数を増やすというアイデアも推定できる。地域の人口数は、定住人口と関係人口、交流人口の考え方もあるので、時間があれば取り扱う。
　参考Ｗｅｂサイト
　https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/index.html
　地域への新しい入口　二地域居住・関係人口　ポータルサイト　総務省
　※関係人口にあたる地域に愛着を持つ人々が増えることで、ますます地域は活性化すると言われている。観光のみでその地域を訪れる人は、交流人口と呼ばれる。交流人口の対策は一時的にはその地域にお金が回るが、長期的な活性化のための手段とは言いづらい。
・時間が足りない場合は、次の授業までの課題と伝える。





＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜グループ情報共有＞
・グループに分かれ、ブレーンストーミングで情報を共有する。その中で、特に有用なアイデアを選
ぶ。（15分）
＜ブレインライティング＞
・ブレインライティングをグループで実施する。限られた時間の中で、前の生徒のアイデアをヒントとしてブラッシュアップさせる。空白にすることはできないので、何かしら思いつくものを書かせてから、次の生徒に回す。アイデアが出ない場合は、自ら考えたアイデアを書いてもよい。（15分）
・ブレインライティング後、経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）から見たときに、有用なアイデア
かどうかをグループ内で精選する。（５分）
・グループごとに、有用なアイデアを発表する。（５分）
・振り返りシートを活用して、振り返りをする。（５分）
・クロージング。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　議論を始める前に（１分）
(1) 心理的安全性の確保
　・それでは今から全体の意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。

２　＜グループ情報共有＞（14分）
　・３人で１グループになるようグループ分けをする。２人で１グループにして人数を調整してもよい。教材作成者としては、次のブレインライティングで、３人グループならば３つのテーマ、２人グループならば２つのテーマで進めることを想定している。以下の△つには、その数値が入る。
　・人口減少と、地域ビジネスの活性化について考えてきたことを、グループで情報共有しましょう。その中から、特に有意義な（実現性の高い）アイデアをグループで、△つに絞り込んでください（ラインマーカーなどで線を引いてもよい）。
　・グループで、一人だけ、ワークシートの△つめのアイデアに、その絞り込んだアイデアをそのまま書きましょう。
　・今から、ブレインライティングというフレームワークを活用して、アイデアの発想力を高めるトレーニングをしていきます。

３　＜ブレインライティング＞（15分）
　・一人目をグループで決める。公平にじゃんけんでもよい。二人目からは時計回りでよい。
　・ブレインライティングは、一人だけ書いたこのプリントをグループ全員に回し、限られた時
間の中で、更にアイデアを深く掘り下げたり、具体的なアイデアを広げたりしていくフレームワークです。一人２周このプリントを回すので、思いつくアイデアをどんどん書き込んでください。前の生徒のアイデアを借りて、アイデアを広げましょう。どうしてもアイデアが出ない場合は、自分で考えたアイデアを書いてもかまいません。空白のままで、次の人に回すことができませんので、何かしら思いつくアイデアを書き込んでから回してください。
　・思いつかなくても、何かしらのアイデアを出し切ることに意義があるため、進まない生徒がいれば何でもよいから書いてみることをアドバイスする。

４　情報の精選（５分）
　・実際のビジネスでは限られた時間の中で、意思決定をする状況がたくさんあります。これまでは、グループの中で、話すことで自分の意思を伝えることが多かったかもしれませんが、書くことで自分の意思を明確に伝えることもできます。また、頭の中が整理され、ひらめいたアイデアを出すこともできます。特にグループワークの中で、考えが煮詰まったり、うまく話し合いができなかったりするときに、ブレインライティングは効果的です。
・ただ、限られた時間の中で行うと、あまりに突発的な意見が出ることもあります。それが、結果的によい発想なこともあれば、全く関係のないこともあります。ここでは、経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）の観点から見たときに、有用なアイデアかどうかをグループ内で精選しましょう（ラインマーカーを使用するのもよい）。

５　全体情報共有（５分）
　・グループの有用なアイデアを全体で共有する。

６　振り返り・気付きの共有（５分）
　・振り返りシートを配付し、記入させ、グループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いたりして共有する。振り返りの共有は「自らの学習を調整する」という側面から、非常に重要なため必ず行う。
　・振り返りシートを回収し、評価をつける。

７　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・今回は、人口減少と地域ビジネスの活性化について考えてきました。これらの問題は、みなさんにとっても身近な問題でもあります。みなさんが20年後、30年後と年齢を重ねて大人になったとき、同じ学校の周りの風景を見たと想定しましょう。今よりも寂れ、人気のない街中を見たとき、どう思っているでしょうか。施設や道路の老朽化が進み、ボロボロの街並みになっているかもしれません。超高齢化社会と呼ばれ、地元の駅周りには高齢者しか歩いていない時代になっているかもしれません。駅周りには、ビジネスが成り立たず、後継者もおらず、空き店舗ばかりになっているかもしれません。人口減少が進み、人ではなくＡＩやロボットが家族、友達になる世界かもしれません。ＡＩやロボットに介護され、治療を受ける生活になっているかもしれません。そのため、このような変わり続ける世界に、私たちの答えを出していくこと。この第一歩が、私たちの行動と未来の世界を変えていくことになるでしょう。
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